
～「肩車にのって」はしがきより～
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研究所３階入り口フロアのスペースに、長野

県の信濃教育を代表する教育者である、毛涯章

平先生が残された「教師十戒」が展示されてい

ます。研究所職員の揮毫による作品です。流麗

な筆により「子どもたちの行為に目をとめて、

絶対の愛情と信頼のもと、あわてることなく降 図書館蔵書

り注ぐ恵みの雨のように対処する毛涯先生の教育観」に深く

触れ、多くのことを感受することができると思います。来所

の際は、ぜひ教育の不易である金言・至言をご覧ください。

教
師
十
戒

毛
涯
章
平

一
、
子
ど
も
を
、
こ
ば
か
に
す
る
な
。
教
師
は
、
無

意
識
の
う
ち
に
子
ど
も
を
目
下
の
者
と
見
て
し

ま
う
。

二
、
規
則
や
権
威
で
、
子
ど
も
を
四
方
か
ら
塞
い
で

し
ま
う
な
。
必
ず
一
方
を
開
け
て
や
れ
。
さ
も
な

い
と
、
子
ど
も
の
心
が
窒
息
し
、
枯
渇
す
る
。

三
、
近
く
に
き
て
、
自
分
を
取
り
巻
く
子
ど
も
た
ち

の
、
そ
の
輪
の
外
に
い
る
子
に
目
を
向
け
て
や
れ
。

四
、
ほ
め
る
こ
と
ば
も
、
し
か
る
こ
と
ば
も
、
真
の

「
愛
語
」
で
あ
れ
。
「
愛
語
」
は
、
必
ず
子
ど
も

の
心
に
し
み
る
。

五
、
暇
を
つ
く
っ
て
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
や
れ
。
そ

こ
に
、
本
当
の
子
ど
も
が
見
え
て
く
る
。

六
、
成
果
を
急
ぐ
な
。
裏
切
ら
れ
て
も
、
な
お
、
信

じ
て
待
て
。
教
育
は
根
く
ら
べ
で
あ
る
。

七
、
教
師
の
力
以
上
に
は
、
子
ど
も
は
伸
び
な
い
。

精
進
を
お
こ
た
る
な
。

八
、
教
師
は
「
晴
明
」
の
心
を
失
う
な
。
と
き
に
は
、

ほ
っ
と
す
る
笑
い
と
、
安
堵
の
気
持
ち
を
お
こ
さ

せ
る
心
や
り
を
忘
れ
る
な
。
不
機
嫌
、
不
愛
想
は
、

子
ど
も
の
心
を
暗
く
す
る
。

九
、
子
ど
も
に
、
素
直
に
あ
や
ま
れ
る
教
師
で
あ
れ
、

過
ち
は
、
こ
ち
ら
に
も
あ
る
。

十
、
外
傷
は
赤
チ
ン
で
治
る
。
教
師
の
与
え
た
心

の
傷
は
、
ど
う
や
っ
て
治
す
つ
も
り
か
。

🖊論文の締め切り近づく！📜
師走となりました。２学期は、思い出深

い行事が多くあり、児童生徒とともに充実

した日々を過ごしたことと思います。

来年、１月６日が岡崎市教育論文の締め

切り日となっています。教育図書室には、

昨年度の優秀論文を展示しています。論文

執筆の一助になることと思います。

1月6日まで展示


